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1) 県内の有効調査地点（７５地点）のうち、７１地
点で、アサガオの葉に可視障害が発現した。

2) 有効調査地点における被害葉率（被害葉の数
÷現存葉の数×１００）の平均値
： ３８．１ ％

3) 有効調査地点における被害面積率（累積葉被
害面積率÷現存葉数）の平均値
： １６．０ ％

注） 累積葉被害面積率： 各葉位で目視により測定された葉被害面
積率を全て積算した値。
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4) 有効調査地点における平均被害面積率（累積
葉被害面積率÷被害葉数）の平均値
： ３５．９ ％

5) 埼玉県における光化学オキシダント常時監視
測定点(５７地点)の７月の全測定点平均濃度

＊日平均オキシダント濃度の月平均値
： ２７．３ ppb

＊日最高オキシダント濃度の月平均値
： ５１．８ ppb
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アサガオの被害葉率と日最高オキシダント濃度の
月平均値（令和元年7月）の県内分布

日最高オキシダント濃度の月平均値（ppb）
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令和元年とそれ以前の
年に実施したアサガオ被
害調査の有効調査地点に
おける被害葉率（a）、被害
面積率（b）および平均被害
面積率（c）の平均値.

（a） （b）

（c）



令和元年とそれ以前の年の７月における日最高オ
キシダント濃度（a）と日平均オキシダント濃度（b）の
全測定点平均値.

（a） （b）



令和元年度調査結果のまとめ

１）令和元年の調査では、有効調査地点（75地点）のうち71地点で、
アサガオの葉に、オゾンによる可視被害が観察された。このこと
は、埼玉県の広い範囲で、オゾンによる植物被害が発現してい
ることを示唆している。

２）令和元年の有効調査地点における被害葉率、被害面積率およ
び被害面積率の平均値は、それぞれ38.1%、16.0%および35.9%で
あり、平成21年から平成30年までの最近の10年間の平均値に
比べて小さかった。

３）埼玉県における令和元年7月の日平均および日最高オキシダン
ト濃度の全測定点平均値は、それぞれ27.3ppbおよび51.8ppbで
あり、平成21年から平成30年までの最近10年間の７月の平均値
に比べて低かった。このことが、令和元年のアサガオ被害に反
映されたものと考えられた。


